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ＪＲ東海労新幹線地本

東京交番検査車両所において、「自衛隊への体験入隊」を行うということが

明らかになりました。目的は、企業訪問の一環で規律・規範を学ぶためとして、

２０１７年５月１７日から１９日までの２泊３日で、東京交番検査車両所の

「規律・規範のプロジェクト」が管理者１名と社員 4 名で参加するというもの

です。

そもそも自衛隊は軍事力を行使するための組織であり、安全とサービスを提

供して収益を得ている民間会社であるＪＲ東海とは目的・成り立ち・考え方が

全く違います。自衛隊は企業訪問や規律・規範について学ぶ対象とはなりえな

いものです。

自衛隊法には、職務の遂行に当っては、上官の職務上の命令に忠実に従わな

ければならないという条文があり、まさに命令と服従がルール化されています。

このような精神を学ばせようということでしょうか。実際に、大阪の運輸所で

は新人教育で軍隊の様な点呼が行われています。

組合から、体験入隊は今回も継続するのかという質問に対して、会社は「予

定はない」としか答えず、今回限りとは断言しませんでした。一度でも実績を

残したならば今後もあり得るという懸念は払拭できません。その時は強制的に

行かされるのは目に見えています。

このままではすべての職場で「いつか自分も行かされるのか？」「強制的に

参加させられるのか？」と不安を持って日常の業務に就くこととなり、安全面

からも非常に問題であり直ちに中止すべきです。

新幹線地本は「自衛隊への体験入隊」の中止を求めて、４月２８日『東京交

番検査車両所における「自衛隊への体験入隊」の中止を求める申し入れ』を行

い、「職場を自衛隊のようにするのか。自衛隊に体験入隊は問題であると強く

抗議しました。


